
浄
化
槽
を
使
用
す
る
場
合


法
定
検
査
の
受
検
が
必
要
で
す


ハ

ト
マ

チ
に
い
が
た
の
会
員
募
集
中

在
職
者
訓
練
の

受
講
者
を
募
集

働 く 前 の
お仕事体験

（４）年　　　　　　　　１１月４日　　　　　　　　（令和７年）　　　　　　　（火曜日）

　

ハ

ト
マ

チ
に
い

が
た

は
新
潟
県
が
導
入

す
る
１
対
１
の
出
会
い
を

サ
ポ

ト
す
る
会
員
制
の

個
別
マ

チ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
で
す


　
ご
自
身
の
プ
ロ
フ



ル
を
登
録
し

お
相
手
を

探
し

お
引
き
合
わ
せ
を

申
し
込
む
シ
ス
テ
ム
で


こ
れ
ま
で
に
２
６
０
組
の

成
婚
カ

プ
ル
が
誕
生
し

て
い
ま
す



対
象
結
婚
を
希
望
し


自
ら
努
力
す
る

歳
以
上

の
独
身
で

県
内
に
在
住

・
在
勤
し
て
い
る
方

イ

ン
タ

ネ

ト
や
メ

ル

を
使
用
で
き
る
ス
マ

ト

フ

ン
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン

が
必
要



登
録
料

９
０
０
０
円



代
・
２
年
間


１

万
１
０
０
０
円


代
以

上
・
２
年
間


３
０
０

０
円

年
齢
問
わ
ず
・
半

年
間

※
税
込
み

※
糸
魚
川
市

妙
高
市


上
越
市
で
は
登
録
料
助
成

制
度
を
行

て
お
り
ま

す

詳
細
は
糸
魚
川
市
企

画
定
住
課

電
話
０
２
５

・
５
５
２
・
１
５
１
１


妙
高
市
地
域
共
生
課

電

話
０
２
５
５
・
７
４
・
０

０
６
３


上
越
市
総
合

政
策
課

電
話
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６
２
４

ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い



登
録
方
法


ハ

ト

マ

チ
に
い
が
た

の

ホ

ム
ペ

ジ
か
ら
登
録

　

ハ

ト
マ

チ
に
い

が
た

へ
の
登
録
や
お
相

手
情
報
の
閲
覧
な
ど
が
で

き
る

に
い
が
た
出
会
い

サ
ポ

ト
セ
ン
タ


の

窓
口
を
上
越
市
で
も
開
設


月
３
回
程
度

し
て
い

ま
す



会
場

直
江
津
学
び
の

交
流
館


開
設
日
時


ハ

ト

マ

チ
に
い
が
た

の

ホ

ム
ペ

ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い



問
い
合
わ
せ
先

に
い

が
た
出
会
い
サ
ポ

ト
セ

ン
タ


電
話
０
２
５
・

３
８
４
・
４
１
５
１



火
曜
日

第
１
・
３
木

曜
日

金
曜
日
は
定
休


　
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク

ル
で
は

在
職
者
の

方
な
ど
を
対
象
に
次
の
訓

練
を
実
施
し
ま
す

会
場

は
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク

ル
で
す


▼
Ｊ
ｗ
│
ｃ
ａ
ｄ
電
気
設

備
図
作
成


内
容

Ｊ
ｗ
│
ｃ
ａ
ｄ

の
基
本
設
定

基
本
操
作

に
始
ま
り

回
路
名
盤


盤
図

電
灯
コ
ン
セ
ン
ト

設
備
図
な
ど
の
作
図
方
法

を
習
得
す
る
コ

ス
で

す
初
心
者
の
方
を
含
め


Ｃ
Ａ
Ｄ
で
電
気
設
備
図
面

の
か
き
方
を
学
び
た
い
方

が
対
象
で
す



実
施
日


月

日


木

・

日

金



時
間

午
前
９
時

午

後
４
時


受
講
料

５
７
０
０
円


定
員

先
着

名


申
込
期
限


月

日


火

正
午

　
コ

ス
の
内
容
な
ど
詳

し
く
は
当
校
ホ

ム
ペ


ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い



申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先

県
立
上
越
テ
ク
ノ

ス
ク

ル

電
話
０
２
５

・
５
４
５
・
２
１
９
０


　
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク

ル
で
は

未
体
験
の

仕
事
に
興
味
の
あ
る
方


就
職
先
や
進
路
に
迷

て

い
る
方
を
対
象
に

仕
事

が
体
験
で
き
る

ワ

ク

ト
ラ
イ
ア
ル

を
実
施
し

ま
す

会
場
は
す
べ
て
上

越
テ
ク
ノ
ス
ク

ル
で

す

汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い


◇


実
施
コ

ス

マ
シ
ン

オ
ペ
レ

タ

の
体
験


溶
接
オ
ペ
レ

タ

の
体

験

自
動
車
整
備
士
の
体

験

事
務
ス
タ

フ
の
体

験

大
工
の
体
験

電
気

工
事
士
の
体
験
な
ど
の
仕

事
に
関
す
る
作
業
を
体
験

で
き
ま
す



実
施
日



月

日

木



月

日

金



時
間

午
前
の
部
は
午

前

時

正
午

午
後
の

部
は
午
後
１
時

分

午

後
３
時

分


参
加
費

無
料


対
象
者

仕
事
体
験
に

興
味
の
あ
る
方

就
職
先

や
進
路
に
迷

て
い
る
方


定
員

各
コ

ス
２
人

か
ら
５
人


申
込
期
限



月

日

金


午
後
４
時
ま
で

※
各
コ

ス
の
実
施
日
程

や
内
容
な
ど
詳
し
く
は

ホ

ム
ペ

ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い



申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先

県
立
上
越
テ
ク
ノ

ス
ク

ル
訓
練
課

電
話

０
２
５
・
５
４
５
・
２
１

９
０


ハートマッチにいがたのロゴ 　
浄
化
槽
は

使
い
方
を

誤

た
り

維
持
管
理
を

適
切
に
行
わ
な
か

た
り

す
る
と

水
質
悪
化
や


悪
臭
を
引
き
起
こ
し

周

辺
地
域
の
生
活
環
境
を
損

ね
て
し
ま
い
ま
す


　
そ
の
た
め

浄
化
槽
法

で
は
浄
化
槽
を
お
使
い
の

方
に

保
守
点
検
や
清
掃

だ
け
で
な
く
次
に
掲
げ
る

法
定
検
査
の
受
検
を
義
務

付
け
て
い
ま
す


・
竣
工
検
査
７
条
検
査


　
新
設
の
浄
化
槽
が
適
切

に
設
置
さ
れ

所
定
の
機

能
を
発
揮
し
て
い
る
か
確

認
し
ま
す

浄
化
槽
を
使

い
始
め
て
３
か
月
か
ら
８

か
月
の
間
に
受
検
し
ま

す


・
定
期
検
査

条
検
査


毎
年
１
回

浄
化
槽
が
適

正
に
維
持
管
理
さ
れ

正

常
に
機
能
し
て
い
る
か
確

認
し
ま
す


　
法
定
検
査
は
県
が
指
定

す
る
検
査
機
関

一
般
財

団
法
人
上
越
環
境
科
学
セ

ン
タ


に
浄
化
槽
を
お

使
い
の
方
が
自
ら
依
頼
し

ま
す



な
お


人
槽
以
下
の

浄
化
槽
の

条
検
査
は
保

守
点
検
業
者
が
受
検
手
続

を
代
行
し
ま
す



　
保
守
点
検
は
浄
化
槽
が

正
常
な
状
態
を
維
持
す
る

た
め
に
行
い
ま
す

が

法
定
検
査
は
浄

化
槽
が
適
正
に
機
能

し
て
い
る
か

使
い

方
に
誤
り
が
な
い
か

を
調
べ
る
た
め
に
行

う
も
の
で
あ
り

法

定
検
査
の
受
検
は
保

守
点
検
と
は
別
に
依

頼
が
必
要
で
す


　
未
受
検
者
に
対
し

て
は

県
が
立
入
検
査
を

行
い

必
要
な
指
導
等
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す


　
詳
し
く
は
県
ホ

ム

ペ

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い



県
Ｈ
Ｐ



問
い
合
わ
せ
先


　
健
康
福
祉
環
境
部
　
環

境
セ
ン
タ

環
境
課

電

話
０
２
５
・
５
２
４
・
４

２
３
７



